	



公開講座に参加を・・・キッと、お役に立ちますよ。お待ちしています。

第３回公開講座「在宅で看取りを支える訪問看護師からの提案」
１１月６日（土）１４～１６時（デュオ）

　　　美咲訪問看護ステーション　所長　青木　美樹氏

阪急千里山駅前で開業し、訪問看護の第一線で活動しておられる青木所長から、
患者・家族を中心にした多職種との関わりを図示した「在宅ケアチーム・トライ
アングル」を見ながら、それぞれの職種の役割や患者・家族に求められる事を、
体系的、具体的にお話を頂きました。参加者の多くが、「こんなステーションで
お世話になりたい」と感想を寄せられるような、温かいお人柄がにじみ出たお話
でした。

以下に、一部をご紹介いたします。（文責・小澤）

○在宅ケアを成功させるには、多職種による地域連携と患者・家族の考え方が大切。

○病院の役割：治療を頑張り過ぎないで、患者の意向を把握して、早い時期に在宅に移すこと。告知の
後の支え方。訪問看護ステーションを知って頂くこと。

○往診医の役割：キチンとした在宅訪問が出来ること。

○ケアマネジャーの役割：在宅に不慣れな方もいるが、人と人をつなぐ役割、患者・家族に信頼される
事。ケアプラン作成に当っては、必要に応じて看護師に相談すること。

○訪問看護の役割：看取りの経験が少ない人もいるが、利用者の直接的な介護の実践者。また、家族に対する精神的な援助や介護方法の指導なども大切。

○訪問看護師の役割：現在の病状を理解し、緩和ケアや薬剤について理解し、精神的な支えも。また、治療のためにそれまでの生活が阻害されることから、生活を支える視点で、チームの中での役割を理解する。

○患者・家族が知っておくこと：ギアチエンジ（治療を頑張ってしまう事があるが、治療から徐々に緩和ケアを行いながら、痛みの少ない終末を迎えられるように変えていく）。在宅での期間は、通常、２，３週間～３カ月程度。ケアの方向性を決める時は、在宅をゴールとするかどうか。また、痛みは、１００％コントロールが可能であること、必要によっては、病院のバックアップも。

○大切なこと：患者・家族の意見を尊重すること。終末期ケアのスタイルは、多様な形があるので、押し付けないこと。

「今」を、共に生きるという考え方～日常生活の中に死がある。「できる事を、できるだけ」すれば良い。
○看護に求める大切さ：「つなぐ」「支える」「和らげる」。

感じたこと：在宅ケアは、多職種によるチーム対応が必要であり、常に、そうしたチーム編成が素早くできる体制が大切であること。医師の告知を受け、患者・家族としての終末期のあり方を考えて、在宅ケアのしんどさと良さも、両者を良く考える事が大切。

第４回公開講座「最期を共にすごすために～最期まで生ききる～」
１２月１１日（土）１４～１６時（市民会館）
　がん療養相談「あじさい会」代表、日本ホスピス・在宅ケア研究会理事

　　　　去来川（いさがわ）節子氏

　「あじさい会」で、’０９年に発行された「最期を共にすごすためのハンドブック」
を配布、お話を頂きました。以下に、一部をご紹介します。（文責・小澤）

なお、頂いたリーフレットの余部が少しありますので、必要な方はお申し出ください。

○まず、人は必ず老い、病み、死んでいくもの、というお話から、幾つものアンケート～余命の告知（伝
えてほしいか）、いつまで闘うか、最期をどこで過ごしたいか～の紹介があった。

○死を受け入れる事の大切さ～死ぬ事を考えるのではなく、今、どう生きるかを考える、生きていて良かった、与えられたいのちに感謝できる～。

○最期を迎える準備、どんな最期にしたいか～延命治療、自然死～。

○遺族のケア～遺される者への心遣い～。

○最後に、命には限りがある。いつ、何が起こるのか、その時の準備を日頃から話し合っておこう、と呼びかけられて、「リーフレット」の説明を頂いた。

「リーフレット」の紹介（目次）

　○いまどうなっている～住み慣れた場所での最期～　　○最期を迎える準備　　○死が近づいたとき　　○亡くなったあとのケア　　○遺族へのかかわり　　○がん患者からのメッセージ　　○残された時間をともに過ごすコミュニケーションとは　　○ホスピス・緩和ケア病棟を利用するには　　○薬をのみやすくするために

感じたこと：人は必ず死ぬ・・この事は誰もが知っている事ではあるが、自分の事としては考えない。今を大切に生きること、そのための心の準備をすることの大切さ。

「吹田がん患者・家族会」・・１年を過ぎて、一層の充実した活動を

小澤　和夫

　昨年２月に発足した会が、丁度１年を過ぎました。それまでも、毎月の例会に、患者さんやご家族の
方がお見えでしたが、折角お見えになっても充分なお話し合いが出来ていませんでした。

　患者でない私たちが主宰して、皆さんがご一緒に話し合って頂けるか不安を感じていたのですが、幾つかの患者団体のお話を伺うなどして、「精一杯やって、ダメなら止めても良い」と覚悟を決めてのスタートでした。

　２月１３日の第１回の会合に、どれだけ参加頂けるか、随分心配しましたが、幸いにも当日の産経新聞朝刊（北摂版）に大きく取り上げて頂いたことから、十数名の方がお見えになり、その後も、「新聞を見た」と仰って、何人もの方がお見えになりました。新聞の広報力とニーズの大きさを、今更ながら感じた次第です。

　こうして、おっかなビックリで始めた会でしたが、多くの参加者から例えば次のような評価を頂いて、「スタートして、本当に良かった」と、実感しています。
○患者の目線で話をゆっくり聞いてくれる仲間に出会えて、安らぎを感じます。

　　○患者同士でお話ができ、共通の悩みなどの交流ができて、元気づけられます。

　　○ここに来ると、日頃の迷いや悩みなどを話せて、元気をもらって帰れます。

　　○１回欠席をしましたが、気分が落ち込んだので、元気をもらいにやってきました。
　　○これまで知らなかった情報も聞けて、役に立ちました。
今は、皆さんと相談しながら、次のようなルールで約２時間、皆で話し合っています。

○患者さん・ご家族中心の運営。　

　　○政治・宗教・営業は持ち込まない。

　　○情報交換は自由。但し、選択は自己責任で。

　　○電話番号の交換は、各自の責任で。

　　○個人情報は、守秘義務。

　　○良ければ、会員登録を（吹田ホスピス市民塾会員）。年会費１，２００円。公開講座は無料。

　２時から４時までの予定なので、一旦４時には終わりますが、毎回、５時近くまではお話が続いています。私たち世話人は、会の司会、各種情報の提供だけで、後は皆さんの自由懇談にお任せです。

最近の動きとして、次のような事があります。

1 会員さんの紹介による外部情報の提供～例えば、気功～これは、４時からの３０分間として、ご希望の方だけが参加頂く。

2 会に参加された中に、がんでパートナーを亡くされた方がいらっしゃって、まだ少数ですが、小さな「遺族会」も作りたい。

これから、この会が、患者・ご家族の皆さんのお役に立つことを確信できました。今後、更に多くの方に参加して頂き、活動の内容も、一層充実させていきたい～例えば、ジャパン・ウエルネス（注）のように～と考えています。

（注）ジャパン・ウエルネス：１０年前に東京で発足。長い歴史を持つアメリカの患者団

体の日本支部でもあり、①サポートグループ：６～８人の参加者。隔週、９０分の

会合で、臨床心理士などにより進行される　②各種リラクゼーションメニュー：坐

禅、自律訓練法、ハーブ・アロマテラピー、ヨーガ、合唱団など　③セカンドオピ

ニオン相談

今後の活動予定
＊年次総会：３月１９日（土）１３：３０～デュオ（同封通知）
＊例会・がん患者家族会・公開講座の予定は、同封のチラシをご覧ください。

＊②④に参加ご希望の方は、事前申し込みが必要なので、ご連絡下さい。

＊高槻赤十字病院・緩和ケア病棟見学会：４月１４日（木）の午後を予定。
１３時、ＪＲ摂津富田駅改札口集合。希望者は、連絡下さい。
1 ２．１３（日）１３：００～１４：３０　出前講座　大阪城北教会

「がんの予防と早期発見、そして穏やかな終末（人生の完成）を」

2 ３．　６（日）１３：００～１６：３０　第１１回在宅ホスピスケア実践シンポ

「実践現場におけるスピリチュアルケア」（１，０００円）

ＪＲ新大阪駅前　ニューオオサカ　ホテル　日本ホスピス・在宅ケア研究会主催

3 ３．　３（日）１０：００～１５：３０　まちづくり市民塾発表会　メイシアター　

4 ３．２６（土）１３：３０～１６：００　メイシアター集会室　　　　　　　　　　（５００円）
　「緩和ケアって一体いくらかかるの？～緩和ケアの明細書」吹田在宅ケアを考える会主催　　　　
	書籍のご紹介：

患者必携「がんになったら　手にとるガイド」　国立がんセンターがん対策情報センター

昨年３月に発行されましたが、入手出来るのは今年の３月以降になりそうです。そこで、大阪府にお願いして、有料で若干増し刷りをお願いしました。僅かですが、余部がありますので、ご希望の方はご連絡下さい（先着順）。「がんになる前に」または「がんになった直後」の読み物として役に立つと思います。（Ａ５版２０６頁）

目次：

第１部：「がん」と言われた時

第２部：がんに向き合う―自分らしい向き合い方とあなたを支える仕組み

第1章 自分らしい向き合い方を考える

第2章 経済的負担と支援について

第３部：がんを知る
第1章 がんのことで知っておくこと

第2章 療養生活のためのヒント

第3章 用語の解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
なお、３月以降に、「地域の療養情報」（大阪府版）も、出版される予定なので、またお知らせします。
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